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	応用
	抗原情報
	背景
	ヌクレオソームを再編成する働きをする一般的なクロマチン因子であるFACT複合体の構成要素です。FACT複合体は、mRNA伸長、DNA複製、DNA修復など、DNAを鋳型として必要とする複数のプロセスに関与しています。転写伸長中、FACT複合体はヒストンシャペロンとして働き、ヌクレオソーム構造を不安定化させると同時に修復します。ヌクレオソームからヒストンH2A-H2B二量体の解離を促進することでRNAポリメラーゼIIの通過と転写を促進し、続いてRNAポリメラーゼIIの通過後にヌクレオソームの再構築を促進します。FACT複合体は、CK2（カゼインキナーゼII）との会合を介して、p53/TP53の「Ser-392」のリン酸化にも関与していると考えられます。二本鎖DNAに特異的に結合し、抗腫瘍剤シスプラチンによって修飾されたDNAにも低レベルで結合します。修飾DNAの複製および修復を阻害することにより、シスプラチン誘導性細胞死を増強する可能性がある。また、p63/TP63の転写共活性化因子としても作用する。
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	SSRP1 抗体を使用した K562、293T 溶解物中の SSRP1 のウエスタン ブロット分析。

